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■地域特産物を使った製品開発
　株式会社石垣島サプライ（本社石垣市）は石垣島と大宜
味村に工場を持ち、農産物の加工販売をしている。加工す
る製品は果実飲料、アイスクリーム、ジャムなど多岐に渡り、
これら製品の販売まで手がけており、大宜味工場は大宜味
村から特産品加工施設の指定管理を委託されている。同
工場は2011年から本格的に稼働し、大宜味村産のシーク
ヮーサーを原料にジュースやアイスキャ
ンデーを開発した。その他にパインアッ
プルやマンゴー、タンカン等のラインナッ
プがあるが、どれも地域特産物であるこ
とにこだわっているという。
　「加工品は原料が命です。素材の味
を100％生かすために、畑でぎりぎりまで
成熟させた農産物を使い、贅沢に完熟
させたという意味で『贅熟シリーズ』と名
付け、他の沖縄特産品を使った商品と
一線を画した製品に仕上げました」と話
すのは石垣島サプライ代表取締役社長の前田哲男氏。
　「原料になる農産物はすべて一級品です。それをギリギ
リまで完熟させ、収穫してすぐに工場まで30分圏内で運ん
でいただける農家とのみ契約して卸してもらう。当社独自
の製造ノウハウ『素システム』によって加工を加え、100％
ストレートジュースにします。パインの皮と果肉の間の繊維
ファイバーはもっとも栄養があって美味しい部分ですが、普
通は製造上やむを得ず果肉のみ絞ることが多い。うちの
製品にはそのままファイバーごと入っていて、原料の果物
だけを使ったとても贅沢なジュースになっています」
　品質の高さだけでなく、それに見合ったパッケージデザ
イン等にもとことんこだわった。贅熟シリーズは高島屋や三
越など東京の百貨店で取り扱われ、ギフト商品としても人
気が高くリピーターも多い。県内では国際通りの土産物品

店や那覇空港売店、主要ホテル等で販売しているが、もっ
ぱら県外での購買率が高いそうだ。
■製品へのこだわりと今後の展望
　石垣島サプライがこだわるのは品質や製法だけではな
い。仕入れ先との関係、工場管理および社員教育まで徹
底的にこだわる。
　「製品開発は、管理面も含め、嘘いつわりなく責任をもっ

てきちんとやることが大事です。農家と
消費者の橋渡しをするのが私たちの仕
事だと思っています」。石垣島サプライで
は農家と信頼関係を築くためにパートナ
ーズ契約という形をとっている。仕入れ
値の決定も会社と農家が一緒に協議し
て決める。社員が収穫を手伝ったり、農
家が工場内を見学したりして相互理解を
深める努力を怠らない。
　石垣島サプライでは今後も様々な製
品を開発販売していく予定だが、中でも

注目したいのはホットシークヮーサージュースだ。もちろん
大宜味村のシークヮーサーのみを使い、新しい消費の形を
提案する。ホット飲料としての発売は県内初と思われるが、
元々は大宜味村伝統の飲み方だそうだ。「ジュースやアイ
スキャンディーは、冬場はどうしても消費が落ちます。何か
新しい製品をと考えていた時、大宜味村の農家の方から
冬はシークヮーサーの搾り汁にお湯を加えハチミツや砂糖
を溶かして飲むと教えられたことがきっかけになりました」。
まさに農家がパートナーとなって生まれた新製品だ。
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瓶詰めされたジュースは検品された後、人の
手で１本ずつ丁寧にラベルを貼られる。

沖縄県の１人当たり県民所得は、21年ぶりに最下位を脱出した。内容的には手放しで喜べるもので
はない一方、アジア地域の中で、１人当たりＧＤＰを比較すると意外に高い位置にある。全国的な景
気停滞が続く中、ゆっくり経済成長を続ける沖縄は元気な地域の一つなのだ。

　１人当たり県民所得が全国平均の７割程度しか
なく、本土との所得格差がよく問題視される。確かに
統計的事実だが、一方で、雇用者の所得や世帯所
得の面では全国最下位というわけではない。実際に
住んでいる実感としては、言われるほどの悲壮感は
無いと感じる。ただし、財産所得が高い人が多い一
方で、失業者が多いなど、所得格差が大きいのは沖
縄社会の特徴の一つである。今回は、アジアという
視点も含めて沖縄県の所得について見てみたい。
●１人当たり県民所得はついに最下位脱出
　沖縄県の１人当たり県民所得は、これまでずっと全国
最下位となっていたが、2009年度にはついに高知県を
抜き、21年ぶりに最下位を脱出した。ただし、これは沖
縄県の所得が伸びたというよりは、44都道府県で前年
度比マイナスとなっていることからも、各県の所得が落
ちてきたなか、沖縄が横ばい水準で頑張ったに過ぎない
ようだ。とはいえ、九州、中国地方と沖縄の差はわずかと
なっており、不動産や、建設などの公的需要の下支えに
加え、観光産業も堅調に推移していることから、今後も
地道に順位を上げていくことが期待される。

●アジアの中で考えると意外に上位ランク
　国と地域なので厳密な比較はできないが、アジア（こ
こでは東・南・東南アジア）における1人当たりＧＤＰ（国
内総生産）で、沖縄の位置を見てみると意外に上位に
ランクされる。アジアトップは、シンガポールで、次いで日
本。沖縄県は2008年の為替換算で２万５千ドルの水準
だが、これは香港よりやや下で、韓国や台湾を若干上
回る水準だ。どうだろうか、アジアに目を向けると、沖縄
という地域は意外に経済的に豊かと感じられないだろ
うか。人口増がまだまだ続く沖縄は、元気な地域なのだ。
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琉魂異才…琉球古来の精神を失わずに、異国の学問・知識を地域にあった形で消化・解釈し、
 ビジネスに活用しようというメッセージを込めた造語。

ジュースは単品以外に化粧箱に入ったセ
ット販売も行われている。

沖縄流成功企業の6PS
Part.1

沖縄の1人当たり
県民所得＆GDP

代表取締役社長　前田哲男氏

いい素材でいいものをきちんと作る、
それがお客様や農家の方に誠実であるということです。

製造者主導による商品開発 地域特産物の振興

連携パターン 参入のきっかけ

株式会社 石垣島サプライ
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(出所）内閣府「県民経済計算」

1人当たり県民所得の推移 （単位：千円）
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(出所）IMF「World Economic Outlook September 2011」
　　  沖縄県「県民経済計算」

1人当たりGDPの国際比較（2008年）
〔東・南・東南アジア地域〕 （単位：USドル）
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